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し
て
会
務
運
営
を
強
化
。
事
務
局

の
専
任
ス
タ
ッ
フ
は
引
き
続
き
常

勤
二
人
、
非
常
勤

一
人
体
制
を
敷

′くヽ
。さ

ら
に
公
益
事
業
を
充
実
さ
せ

る
た
め
、

従
来
か
ら
支
援
し
て
き

た
北
海
道
マ
ラ
ソ
ン
の
主
催
団
体

の

一
つ
に
本
年
度
か
ら
加
わ
り
、

会
員
百
三
十
人
が
医
療
班
と
し
て

参
加
。
太
国
会
長
は

「道
民
に
理

学
療
法
を
も
っ
と
身
近
に
感
じ
て

も
ら
う
こ
と
」
を
公
益
法
人
化
の

大
き
な
目
的
に
掲
げ
て
い
る
。

【公
益
法
人
制
度
改
革
】

社
団

（財
団
）
法
人
は
現
在
、

特
例
民
法
法
人
と
位
置
づ
け
ら

れ
、

二
十
五
年
十

一
月
末
ま
で

に

一
般
社
団

（財
団
）
法
人
ま

た
は
公
益
社
団

（財
団
）
法
人

へ
移
行
し
な
け
れ
ば
解
散
と
な

る
。公

益
社
団
法

人
は
、

寄
付

金
税
制
の
優
遇
、

公
益
目
的
事

業
か
ら
得
ら
れ
る
収
益
は
非
課

税
。
し
か
し
全
事
業
の
う
ち
五

〇
％
以
上
は
公
益
目
的
と
し
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、

公
益
目
的
事

業
の
実
施
に
適
切
な
費
用
以
上

の
収
入
を
得
ら
れ
な
い
な
ど
基

準
が
厳
し
い
。
道
知
事
の
認
定

を
経
て
法
務
局
で
登
記
す
る
。

一
方
、　
一
般
社
団
法
人
は
、

事
業

の
公
益
性

は
求
め
ら
れ

ず
、
登
記
の
み
で
法
人
格
を
取

得
で
き
る
。
北
放
技

（坂
東
道

夫
会
長
）
が
十

一
月

一
日
付
で

移
行
し
て
い
る
。

Ａ
Ｅ
Ｄ
管
理
指
導

道
臨

道
理
学
療
法
士
会
は
、
従
来
か

ら
Ｐ
Ｔ
を
目
指
す
中
高
生
対
象
の

講
演
会
や
、
中
高
年
向
け
健
康
教

室
を
主
催
。
高
校
野
球
の
大
会
に

ト
レ
ー
ナ
ー
と
し
て
会
員
が
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
参
加
す
る
な
ど
、
専
門

性
を
社
会
還
元
し
て
き
た
た
め
、

公
益
法
人
制
度
改
革
に
伴
う
移
行

先
と
し
て
公
益
社
団
法
人
を
選
択

し
た
。

会
員
三
千
三
百
人
と
大
所
帯
の

道
臨
工
は

「臨
床
工
学
技
士
の

社
会
的
認
知
が
他
の
医
療
職
よ
り

低

い
」

（室
橋
会
長
）
と
感
じ
て

お
り
、

公
益
事
業
を
通
じ
た
職
種

ア
ピ
ー
ル
を
目
指
す
。

事
業
の
大
半
を
占
め
る
各
種
研

修
会
を
、

会
員
以
外
の
他
職
種
に

も
広
く
開
放
し
て
き
た
こ
と
で
高

い
公
益
性
を
確
保
。
加
え
て
Ａ
Ｅ

Ｄ

（自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
の

管
理
や
使
用
方
法
を
、

設
置
施
設

の
ス
タ
ッ
フ
に
指
導
す
る
啓
発
活

動
も
新
た
に
企
画
、
二
十
二
年

一

月
か
ら
実
施
し
て
い
く
考
え
だ
。

認
定
に
当
た
り
、

道
担
当
者

と
の
折
衝
、

法
務
局
担
当
者
と
の

打
ち
合
わ
せ
は
室
橋
会
長
自
ら
行

い
、
道
知
事
の
認
定
後
、
わ
ず
か

四
日
間
で
登
記
を
終
了
し
た
。
札

幌
厚
生
病
院
臨
床

工
学
技
術
科

で
管
理
職
と
し
て
勤
務
し
て
い
る

中
、
「病
院
と
ス
タ

ッ
フ
の
理
解

と
協
力
が
な
け
れ
ば
準
備
作
業
が

進
ま
な
か
っ
た
」
と
振
り
返
る
。

職種アピール促進
道
理
学
療
法
士
会

（太
田
誠
会
長
）
と
道
臨
工

（室
橋
高
男
会
長
）
は
、
十

一
月

一
日
付
で
そ
れ

ぞ
れ
社
団
法
人
か
ら
公
益
社
団
法
人

へ
移
行
し
た
。
道
内
の
医
療
職
能
団
体
で
は
初
め
て
で
、

専
門

性
を
生
か
し
た
社
会
活
動
に
力
を
入
れ
、

道
民
の
医
療
保
健
福
祉
向
上
を
図
り
な
が
ら
、
職
種
の
ア

ピ
ー
ル
も
進
め
て
い
く
。

Ｐ

Ｔ
〈
〓

中
、
代
議
員
制
を
導
入
す
る
と
と

も
に
、

理
事
は
各
支
部
長
が
兼
務

マ
ラ
ソ
ン
医
療
班

太 田誠 会 長

室 橋 高 男 会 長

地
域
格
差
や
専
門
職
連
携
等

三 葉 ′新 愚

札医大保健医療
学部フォーラム

ド機畿難標撻議違…議:こ爆藩娠て電灘奪与t,

地域医療連携推進カー ド

隧療運携を積極的に推進いたします。
野性が生じた時は、速やかにご連絡をお願いし志す。
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「半

世
紀

を
迎

え
た
北
海

道
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
医

療

の
こ
れ

か
ら

を
考
え

る
」

の
必
要
性
を
指
摘
し
た
。
ま

た
、
介
護
保
険
に
よ
る
維
持

期
リ
ハ
ビ
リ
で
は
、
道
を
中

増
員
が
必
要
に
な
る
が
、

道

内
の
三
百
床
規
模
で
Ｐ
Ｔ
数

十

二
人

（対
ベ
ツ
ド
比
二
五

し
て
い
る

一
方
、

住
み
慣
れ

た
地
域
で
暮
ら
す
と
い
う
地

域
包
后
ケ
ア
の
考
え
は
着
実

要
介
護
高
齢
者
に
携
帯
し
て
も
ら
う
カ
ー
ド

し
す
る
た
め
、

地
域
医
療
）

携
推
進
カ
ー
ド
な
ど
を
独
占

に
作
成
。
情
報
共
有
ツ
ー

，

と
し
て
活
用
を
目
指
す
。

同
カ
ー
ド
は
後
期
高
齢
”

医
療
被
保
険
者
証
と

一
緒
”

携
帯
で
き
る
大
き
さ
と
し

要
介
護
高
齢
者
に
配
布
。
一

療
機
関
窓
口
に
提
示
す
る
｝

と
で
、
主
治
医
が
要
介
護
置

や
担
当
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
（

情
報
を
把
握
で
き
る
よ
う
”

ケ
る
。
雨
亮

時

こ
針
隻
果
△

様 M・ T,S  年  月  日生

介 護 保 険 情 報

3 要支援 1

日 要介護 I

(中 言育中 )

3・ ■・ 5

EI高齢者世帯  □その他 )


